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■
家
庭
や
地
域
で
災
害
に
　

　
対
す
る
備
え
を
確
認

　

平
成
28
年
４
月
の
熊
本
地
震
、
同
６
月

の
１
時
間
当
た
り
の
総
雨
量
が
１
５
０
㍉

の
豪
雨
災
害
で
は
、
町
内
で
も
家
屋
の
倒

壊
や
浸
水
、
土
砂
災
害
な
ど
多
く
の
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
大
雨
や
洪
水
、

土
砂
災
害
な
ど
に
特
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
災
害
に
備
え
て
次
の
３
つ
の

ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
家
族
全
員
で
避
難
場
所
を
確
認
し
よ
う

●
台
風
の
際
に
は
事
前
に
家
の
周
り
の
確

認
を
し
よ
う

●
非
常
持
出
品
を
準
備
し
よ
う

　

災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な

形
で
発
生
す
る
か
予
測
が
つ
か
な
い
も
の

で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
家
庭
や
地
域
で
防
災

に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
し
っ
か
り
と
準

備
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
な
生
命
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

災
害
に
備
え
て
事
前
の
準
備
を

■避難が必要な状況

大雨・台風

土砂崩れ

地震

●熊本県防災情報メールサービス

　県が配信する防災情報サービスです。

気象注意報・警報、河川水位情報、避

難勧告などをメールでお知らせします。

　entry@anshin.pref.kumamoto.jp

に空メールを送信して、事前登録して

ください。

●熊本県統合型防災システム　

　県内の大雨などの気象情報や土砂災

害警戒情報や河川の水位状況などをリ

アルタイムで確認できます。インター

ネットから次のＵＲＬへアクセスして

ください。

▲

熊本県統合型防災情報システム

　http://www.bousai.pref.kumamoto.jp

■情報収集のための手段①　～最新の情報をいち早く確認～

大
切
な
生
命
を
守
る
た
め
に
、
災
害
へ
の
備
え
は
万
全
で
す
か
？

今
だ
か
ら
こ
そ

▲

豪
雨
に
よ
り
寸
断
さ
れ
た
道
路
（
谷
内
区
）



Public Relations KOSA
June 20193

■
町
が
発
令
す
る
避
難
指
示
・
勧
告

　
台
風
や
大
雨
な
ど
に
よ
り
災
害
発
生
の

恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

を
災
害
か
ら
保
護
し
被
害
の
拡
大
を
防
止

す
る
た
め
、
町
で
は
避
難
に
関
す
る
情
報

を
発
令
し
ま
す
。

　

避
難
区
分
は
高
齢
者
な
ど
避
難
に
時
間

の
か
か
る
方
に
早
め
の
避
難
を
促
す
「
避

難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」、
通
常

の
避
難
行
動
が
で
き
る
者
に
避
難
を
促
す

「
避
難
勧
告
」、
危
険
が
切
迫
し
、
早
急
な

避
難
を
促
す
「
避
難
指
示
（
緊
急
）」
の

3
段
階
に
分
類
さ
れ
、
さ
ら
に
自
ら
の
判

断
で
自
主
的
に
避
難
を
す
る
「
自
主
避

難
」
が
あ
り
ま
す
。
避
難
区
分
に
つ
い
て

は
、
気
象
状
態
や
河
川
の
推
移
な
ど
に
よ

り
判
断
さ
れ
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

防
災
無
線
に
よ
る
一
斉
通
報
、
携
帯
電
話

な
ど
の
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」、
警
鐘
お
よ

び
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
な
ど
で
伝
達
さ
れ
ま

す
。
避
難
を
す
る
場
合
に
は
、
慌
て
ず
に

周
り
の
状
況
を
見
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

■
生
命
を
守
る
た
め
に
情
報
収
集
を

　

気
象
庁
が
発
表
す
る
注
意
情
報
や
警
報

な
ど
は
、
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
に
発
表
さ
れ
ま
す
。
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
、
町
、
消
防
か
ら
発
信
さ
れ
る

情
報
を
常
に
収
集
・
精
査
し
て
、
デ
マ
情

報
な
ど
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
注
意
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
警
報
や
勧
告
な
ど
が

な
く
て
も
、
常
に
身
の
回
り
の
状
況
に
気

を
配
り
、
身
の
危
険
を
感
じ
た
と
き
に
は
、

明
る
い
う
ち
に
早
め
の
避
難
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

●洪水情報の配信エリア拡大

　国土交通省では、平成30年５月から

国が管理する緑川、白川で、川が氾濫

する可能性が高まった時に、対象の地

域にいる人に氾濫の危険をお知らせす

る情報が緊急速報メールを活用し自動

で配信されるようになりました。

●甲佐町公開マップ　

　町では、「甲佐町公開マップ」を整備

しました。緊急指定避難場所や土砂災

害警戒区域などを確認できます。

▲

甲佐町公開マップ

　https://apps01.chklab.com/LG434442/

　　　　CommonMap/Home/Policy/

■情報収集のための手段②　～いざというときは早めの避難を～

❖防災特集・災害に備えて事前の準備を

■町から発令される避難情報と発令時にとるべき行動

▲甲佐町公開マップ

災害発生の恐れがある場合には、避難に関する情報を発令しますので適切な行動をとりましょう

自主避難

避難勧告

避難指示
（緊急）

避難準備・
高齢者等避難開始

自宅および周辺の状況により災害被害を感じた場合は、自らの判断で
自主的に避難することができる

・指定された地域の避難場所への避難行動の開始
・親戚や知人宅などへ避難する

避難勧告や避難指示（緊急）を発令することが予想される場合

・いつでも避難ができるよう準備をしましょう。身の危険を感じる人
　は、避難を開始しましょう。
・避難に時間を要する人（ご高齢の方、障がいのある方、乳幼児など）
　は避難を開始しましょう。　

災害による被害が予想され、人的被害が発生する可能性が高まった場合

・速やかに避難場所へ避難しましょう。
・外出することでかえって命に危険が及ぶような状況では、近くの安
　全な場所への避難や、自宅内のより安全な場所に避難をしましょう。

災害が発生するなど状況がさらに悪化し、人的被害の危険性が非常に
高まった場合
・まだ避難していない人は、緊急に避難場所へ避難をしましょう。
・外出することでかえって命に危険が及ぶような状況では、近くの安
　全な場所への避難や、自宅内のより安全な場所に避難をしましょう。

避難区分 発令時の状況ととるべき行動警戒レベル

警戒レベル

４

全員避難

警戒レベル

３
高齢者などは避難

警戒レベル

１または２
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　５月19日（日）熊本市西区のＪＲ

熊本駅東側白川河川敷で、白川・緑

川水防演習2019が開催されました。

　同演習は、住民の防災意識の向上

や防災機関の水防技術の向上、連携

などを目的に国土交通省九州地方整

備局、県および熊本市が主催し、町

水防団（池田実団長448人）も参加。

　演習では、各種水防工法の実演や

地域住民や学生による防災訓練のほ

か、防災展示や炊き出し訓練も実施

されました。

　町水防団は、堤防の上面に土のう

を積み上げて増水した河川の水があ

ふれるのを防ぐ「土のう積み工法」

を実施しました。

■白川・緑川水防演習2019を実施　～非常時の備えを万全に～

非
常
持
ち
出
し
品
や
避
難
所
を
確
認
し
よ
う

■災害に備えて用意する非常持出品

■
日
ご
ろ
か
ら
防
災
意
識
を
持
っ
て

　
備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す

　
平
成
28
年
の
熊
本
地
震
の
際
に
は
、
土

砂
災
害
に
よ
り
水
道
・
電
気
な
ど
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
る
と
と
も
に
、
道

路
や
河
川
な
ど
が
土
砂
災
害
な
ど
に
よ
り

通
行
止
め
と
な
り
流
通
が
途
絶
え
孤
立
す

る
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。

　

大
規
模
な
災
害
時
は
、
長
期
の
停
電
や

断
水
が
発
生
し
、
支
援
物
資
の
到
着
も
遅

れ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
各
家

庭
で
３
日
間
を
し
の
ぐ
必
要
最
低
限
の
水

や
食
料
な
ど
を
備
え
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
避
難
指
示
な
ど
の
発
令
の
た
め
、

す
ぐ
に
自
宅
に
帰
れ
ず
避
難
所
な
ど
で
の

長
期
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
防
災
の
た
め
に
特
別
な
も
の

を
用
意
す
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
、

普
段
の
生
活
の
中
で
利
用
さ
れ
て
い
る
食

品
な
ど
を
備
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

食
料
品
な
ど
の
ほ
か
に
、
着
替
え
や
常

備
薬
な
ど
生
活
に
必
要
な
も
の
を
あ
ら
か

じ
め
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
詰
め
て
お
き
、

災
害
が
起
き
た
と
き
に
い
つ
で
も
持
ち
出

せ
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ご
自

身
の
環
境
に
合
わ
せ
て
必
要
な
も
の
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
に
備
え
て

●いつでも避難できるように準備しておくもの

　　　　　□飲料水　□非常用食品（乾パンや缶詰など長期保存できるもの）
　　　　　□防災ずきんやヘルメット　□懐中電灯　□携帯ラジオ　
　　　　　□予備電池　□笛やブザー　□携帯電話（充電器含む）　
　　　　　□万能ナイフ　□手袋
　　　　　□現金　□預金通帳・印かん　□健康保険証　□身分証明書
　　　　　□救急セット　□常備薬・持病薬　□タオル　
　　　　　□トイレットペーパー　□ウェットティッシュ　□着替え
　　　　　□雨具　□生理用品　□缶切り　□粉ミルク・紙おむつ
　　　　　□ビニール袋　□カイロ　□携帯トイレ　□マッチやライター
　　　　　□スリッパ　□食品用ラップフィルム　□マスク　□毛布
　　　　　□その他自分の生活に欠かせないもの

●復旧までの３日間をしのぐ備蓄品

　　　　　□ペットボトル（１人１日３㍑）　□貯水した防災タンク
　　　　　□米　□缶詰やレトルト食品　□梅干しや調味料
　　　　　□フリーズドライ食品・チョコレート・あめなど
　　　　　□卓上コンロ　□ガスコンロ　□固形燃料
　　　　　□生活用水　□毛布・寝袋　□洗面用具　□調理用具
　　　　　□バケツ・アウトドア用品　□ポリタンク

▲「土のう積み工法」を実施する町水防団

食 料 品

避 難 用 具

貴 重 品

衛 生 用 具

そ の 他

飲 料 水

燃　料

そ の 他

貴 重 品
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　今年も梅雨の季節がやって
まいりました。最近「記録的
豪雨」や「これまでに経験し
たことのない」といった言葉
が頻繁に聞かれます。気象庁
によると、最近は大雨の発生
回数に比べて短時間強雨の発
生回数の多さが目立っている
とのこと。
　先日も鹿児島県屋久島町で
50年に一度といわれる記録
的豪雨により土砂崩れが発生
し、登山客など300人以上が
一時孤立しました。他人ごと
ではありません。大雨に関し
て、まず、お住まいの地域が
どのような災害リスクがある
のかを把握することが重要で
す。そして、早め早めの避難
を心がけることで最も大切な
命を守ることができます。
　地域の災害リスクを把握し
ておきましょう。

くらし安全推進室
佐々木 善平 室長

　自主防災組織とは、「自分たちの
地域は自分たちで守る」という共通
の目的を持って、地域の人たちが自
発的に結成する防災のための組織で
す。
　災害発生時に消防団などが現場に
到着するまでの間、地域で協力しな
がら人命救助や消火活動をして、被

害を最小限にとどめるために作られ
ています。
　この自主防災組織は災害発生時に
頼りになる地域住民同士の助け合い
を組織化したものです。
　皆さんの地区でも自主防災組織を
設立して、地域の防災力を高めませ
んか。

■自主防災組織で高める防災力　～地域で災害に対する備えを～

❖防災特集・災害に備えて事前の準備を

■町内の緊急指定避難場所

■
避
難
場
所
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し

　
も
し
も
の
時
に
備
え
ま
し
ょ
う

　
災
害
が
発
生
し
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
避
難
場
所
に
避

難
し
ま
す
。

　

熊
本
地
震
の
よ
う
に
夜
間
避
難
を
す
る

場
合
や
、
勤
務
先
か
ら
避
難
す
る
場
合
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
避
難
場
所

や
経
路
を
確
認
し
て
お
き
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
す
ぐ
避
難
が
で
き
る
状
態
を
考
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、

被
害
の
拡
大
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
は
、

自
分
自
身
で
の
備
え
や
自
主
防
災
組
織
な

ど
地
域
で
防
災
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

災
害
に
備
え
て
今
自
分
た
ち
で
で
き
る

こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
、
自
分
の
生
命
や

大
切
な
人
の
生
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
く
ら
し
安
全
推
進
室

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
７

▲防災訓練を実施する西寒野区自主防災組織

自 ら の 命 は 自 ら
守 り ま し ょ う

緊急指定避難場所（所在地）

① 宮内地区社会教育センター
（小鹿地区に開設準備中）⑥

甲佐中学校
（甲佐町中横田300） ⑪ 白旗福祉ふれあいセンター

（甲佐町白旗216-2）

② 町総合保健福祉センター
（甲佐町豊内619）W ⑦ 龍野小学校

（甲佐町上早川1220） ⑫ 上益城農業共同組合第一営農
センター（甲佐町白旗543-1）

③ 甲佐小学校
（甲佐町豊内613-1） ⑧ 龍野福祉ふれあいセンター

（甲佐町上早川334） ⑬ 乙女小学校
（甲佐町津志田3073）

④ 町農業研修センター「ろくじ館」
（甲佐町豊内719-2）W ⑨ 町民センター

（糸田９-1）W ⑭
乙女高齢者福祉センター
（甲佐町津志田3073）

⑤ 甲佐地区都市防災公園
（豊内地区に開設準備中）⑩

白旗小学校
（甲佐町白旗50） …Wi-Fi 設置場所W

①

②
③
④
⑤

⑥

⑦

⑧⑨

⑩⑪
⑫

⑬⑭

・
甲佐町役場
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●
滞
納
は
住
民
負
担
の
公
平
性

　
を
欠
く
行
為

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た

だ
い
た
町
税
は
、
福
祉
や
教
育
、

道
路
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
貴
重
な
財
源
で
す
。

安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く

り
の
た
め
、
町
税
の
期
限
内
納
付

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
税
の
滞
納
は
、
期
限
内
に
納

付
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
大
多
数

の
善
良
な
納
税
義
務
者
と
の
公
平

性
を
欠
く
行
為
で
あ
り
、
督
促
状

や
催
告
状
の
送
付
な
ど
不
要
な
経

費
に
大
切
な
税
金
を
使
う
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
町
の
財
政
を
圧

迫
し
、
充
実
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

●
他
自
治
体
と
連
携
し
て
税
の

　
徴
収
向
上
を
図
る

　

町
で
は
、
住
民
負
担
の
公
平
を

図
り
、
昨
今
の
厳
し
い
財
政
事
情

の
中
で
税
収
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
嘉
島
町
、
御
船
町
、

美
里
町
、
山
都
町
、
県
の
５
団
体

と
連
携
し
て
滞
納
整
理
事
務
の
効

率
化
・
合
理
化
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

本
町
を
含
め
た
6
団
体
の
税
務

職
員
を
併
任
職
員
と
し
て
相
互
に

派
遣
す
る
こ
と
で
、
悪
質
な
滞
納

者
へ
の
差
し
押
さ
え
や
差
し
押
さ

え
財
産
の
公
売
会
を
合
同
で
実
施

し
、
税
収
の
さ
ら
な
る
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

や
む
を
得
な
い
事
情
で
期
限
内

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
そ
の
ま

ま
放
置
せ
ず
、
事
前
に
町
税
務
課

ま
で
連
絡
の
う
え
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
税
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　
（
内
線
１
１
４
）

町税などの期限内納付にご協力ください

住民負担の公平と徴収向上を目指して他自治体と連携

i お 知 ら せ

▲併任職員の辞令交付に臨む本町税務職員

■令和元年度　甲佐町税納期限のお知らせ

■口座振替を申し込まれている方は、毎月28日（12月は18日）に振替されます。
　（28日が金融機関の休業日の場合は、翌営業日）
■12月は納期限12月20日（金）、口座振替日12月18日（水）になります。
※固定資産税（４期）は、法人および町内に住所を有しない個人の方が対象となります。

納付期限 固定資産税 軽自動車税
町民税

（普通徴収）
国民健康保険税
（普通徴収）４期※ 10期

５月７日（火） 第１期

５月31日（金） 全期

７月１日（月） 第１期 第１期 第１期

７月31日（水） 第２期 第２期 第２期 第２期

９月２日（月） 第３期 第３期 第３期

９月30日（月） 第４期 第４期 第４期

10月31日（木） 第５期 第５期 第５期

12月２日（月） 第６期 第６期 第６期

12月20日（金） 第３期 第７期 第７期 第７期

１月31日（金） 第８期 第８期 第８期

３月２日（月） 第４期 第９期 第９期 第９期

３月31日（火） 第10期 第10期 第10期
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子
育
て
支
援
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

子
育
て
世
帯
、
新
婚
世
帯
を
支
援

　
町
で
は
、
甲
佐
地
区
で
建
設
中
の
子
育
て

支
援
住
宅
「
ヴ
ェ
ル
デ
甲
佐
」（
20
戸
）
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。
入
居
資
格
と
所
得
基

準
を
満
た
す
希
望
者
は
、
必
要
書
類
を
ご
準

備
の
う
え
、
７
月
12
日
（
金
）
午
後
５
時
ま

で
に
町
建
設
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
子
育
て
支
援
住
宅
へ
の
入
居

　

は
９
月
開
始
予
定

　

町
が
８
月
末
の
完
成
を
目
指
し

て
整
備
中
の
子
育
て
支
援
住
宅
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
上
３

階
建
て
。
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
住
居
面
積

73
平
方
㍍
で
す
。
20
戸
と
子
育
て

サ
ロ
ン
と
し
て
の
集
会
室
を
建
設

し
ま
す
。
子
育
て
支
援
住
宅
へ
の

入
居
は
、
９
月
開
始
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
は
子
育
て
世
帯
や

新
婚
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
子

育
て
支
援
住
宅
入
居
者
を
対
象
に
、

条
件
に
応
じ
て
家
賃
の
減
額
を
行

い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
住
宅
へ
の
入
居
申

請
や
家
賃
減
額
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
町
建
設
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
建
設
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
８
３

子育て支援住宅への入居資格・所得基準と申請必要書類

入居資格

①「子育て世帯」（同居者に18歳未満のもの、または妊娠しているも 

　のがいる世帯）または「新婚世帯」（配偶者（事実婚、婚約予定を 

　含む）を得て５年以内の世帯）であること

② 暴力団でないこと

③ 自ら居住するための住居であり、同居親族があること

④ 地方税等を滞納していないこと

所得基準
収入月額が158,000円以上387,000円以下

（「世帯」の年間所得額から各種控除額を差し引いて12（か月）で割った額）

必要書類

① 入居申込書

② 入居予定者全員分の「住民票謄本」、「所得証明書」、「滞納のない

　証明書」

③ 婚姻証明書（結婚予定の方のみ）

④ その他必要書類

▲間取り図（２ＬＤＫ、住居面積73㎡）

子育て支援住宅の家賃減額条件 減額後の家賃

（減額なしの場合） 　（月額64,000円）

①新婚世帯で夫婦のいずれもが40歳未満の

世帯または妊娠しているものがいる世帯
月額52,000円

②子育て世帯で18歳未満の子が１人のとき 月額47,000円

③子育て世帯で18歳未満の子が２人のとき 月額44,000円

④子育て世帯で18歳未満の子が３人のとき 月額42,000円

※ 別途、共益費（月額4,000円）、駐車場代（月額1,500円）が必要です。
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5
月
10
日
（
金
）
Ｄ
Ａ
Ｙ
s
Ｃ
Ａ

Ｆ
Ｅ
ト
キ
ノ
ネ
（
下
横
田
）
で
ま
ち

づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
九
州
財
務
局
が
地

域
活
性
化
に
向
け
た
意
識
改
革
と
人

材
育
成
の
場
、
地
域
を
つ
な
ぐ
場
と

し
て
考
案
し
、
各
地
域
で
実
施
。

　

他
地
域
で
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
本
町
住
民
の

山
内
美
紀
さ
ん
（
北
早
川
区
）
と
田

上
和
美
さ
ん
（
南
三
箇
区
）
が
本
町

で
も
実
施
で
き
な
い
か
と
同
局
や
町

な
ど
に
呼
び
掛
け
、
開
催
。
同
局
や

町
、
地
域
住
民
な
ど
約
40
人
が
参
加

し
「
地
域
の
宝
さ
が
し
」
を
テ
ー
マ

に
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　４月13日（土）御船町スポーツセンター
で開催された平成31年度上益城郡スポーツ
推進委員協議会総会で、町推進委員を務める
岡本泰文さん（辺場区）が功労者表彰を受け
られました。
　スポーツ推進委員は、地域スポーツの健全
な普及発展のために教育委員会などの団体と
協力しスポーツ全般の推進に取り組みます。
　岡本さんは７年間、スポーツ推進委員とし
て地域のスポーツ活動の振興に努められたこ
とが評価されての表彰となりました。

１０連休を楽しもう　　　
「こうさんもん＆ニラマルシェ !!」を初開催

地域の宝を見つけよう　
まちづくりワークショップを開催

地域スポーツの発展に尽力
上益城郡スポーツ推進委員功労者表彰

▼本町特産のニラを使った商品などを買い求める来場者

▲功労者表彰を受けられた岡本泰文さん

▼

本
町
の
魅
力
に
つ
い
て
話
し
合
う
参
加
者

　

4
月
29
日
（
月
）
〜
5
月
2
日

（
木
）
の
4
日
間
、
町
農
業
研
修

セ
ン
タ
ー
「
ろ
く
じ
館
」
前
駐
車

場
で
、「
こ
う
さ
ん
も
ん
＆
ニ
ラ

マ
ル
シ
ェ
!!
」
が
初
め
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
町
特
産
の
ニ
ラ
を
使
っ
た
食

品
や
甲
佐
ブ
ラ
ン
ド
「
こ
う
さ
ん

も
ん
」
認
定
品
な
ど
を
知
っ
て
も

ら
い
、
ろ
く
じ
館
の
集
客
に
つ
な

げ
よ
う
と
同
館
を
運
営
す
る
青
空

市
場
運
営
委
員
会
（
長
尾
耕
一
委

員
長
）
が
主
催
。

　

会
場
で
は
、
こ
う
さ
ん
も
ん
認

定
品
の
「
に
ら
メ
ン
コ
。」
や

「
ニ
ラ
の
お
や
き
」
を
は
じ
め
、

町
内
の
団
体
や
飲
食
店
が
開
発
し

た
「
ニ
ラ
ラ
ー
油
」

や
「
ニ
ラ
ガ
パ
オ
ラ

イ
ス
」
な
ど
が
店
頭

に
並
び
、
来
場
者
は

出
来
立
て
を
買
い
求

め
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
の
長
尾

委
員
長
は
「
今
後
も

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
を
定
期
的
に
開
催

し
て
い
き
た
い
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、

ろ
く
じ
館
へ
の
来
館

者
が
増
え
、
地
元
産

の
農
産
物
の
販
売
に

つ
な
が
れ
ば
」
と
今

後
の
抱
負
を
語
り
ま

し
た
。
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　５月15日（水）境栄一郎さん（上豊内）のビ
ニールハウスで、県立甲佐高等学校（本山幸広校
長80人）のビジネス情報科２年生９人が本町特
産のニラの収穫を体験しました。
　地域社会と連携した学校づくりを目指す同校が、
本町特産のニラの生産現場を学び、地域貢献の可
能性を探る授業の一環として実施。
　生徒たちは50～60㌢に成長した、生産調整で
出荷されないニラを境さんの指導を受けながら丁
寧に刈り取り、１時間ほどで約50㌜を収穫しま
した。
　収穫したニラは、学校に持ち帰って泥などを取
り除き、廊下で一晩乾燥させた後、加工業者が粉
末加工。木村のあられ甲佐工場（芝原）で、甲佐
ブランド「こうさんもん」認定品の「ニラみそあ
られ」「ニラえびあられ」の材料として使用され
ます。
　収穫を体験した田嶋澪花さんは「鎌の使い方が
難しかったです。今後、ニラを使った新しい商品
開発をやってみたいです」と話しました。

　４月20日（土）東京都渋谷区の国学院大
學キャンパスで、第26回東京甲佐会総会お
よび懇親会が開催されました。
　同会（蜂谷和明会長）は、主に首都圏在住
の本町出身者などで構成され、会員相互の親
睦と故郷である本町との交流や情報交換など
を目的に平成６年に設立。
　総会では、第43回熊本甲佐10マイル公認
ロードレース大会への協賛金寄贈などが報告
され、本町にゆかりのある約70人の参加者
は故郷への思いを温め交流を図りました。

本町出身者が集い故郷を思う
第26回東京甲佐会総会および懇親会

▲参加者を前にあいさつをする蜂谷和明会長

本町特産品の生産現場を学ぶ
甲佐高生徒がニラの収穫を体験

▲「こうさんもん」認定商品のあられの材料となるニラを慣れない鎌を
使って丁寧に収穫する甲佐高生徒たち

　

5
月
9
日
（
木
）
甲
佐
小
学
校

（
永
瀨
善
久
校
長
２
０
５
人
）
で
交

通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
教
室
は
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル

を
児
童
が
学
び
、
事
故
の
発
生
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
町
と
御
船

警
察
署
が
開
催
。

　

児
童
た
ち
は
御
船
署
員
か
ら
交
通

マ
ナ
ー
や
自
転
車
の
点
検
方
法
、
自

転
車
の
正
し
い
乗
り
方
に
つ
い
て
講

話
を
受
け
た
後
、
体
育
館
で
訓
練
用

の
信
号
機
を
設
置
し
て
作
ら
れ
た
交

差
点
を
横
断
す
る
実
技
訓
練
に
臨
み

ま
し
た
。

　

訓
練
後
、
山
下
慈
雨
さ
ん
（
西
寒

野
区
、
6
年
）
が
「
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま

す
」
と
決
意
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

交通ルールを守ろう　　
甲佐小学校で交通安全教室を開催

▼

横
断
歩
道
を
渡
る
実
技
訓
練
を
行
う
甲
佐
小
児
童
た
ち
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介
護
予
防

町総合保健福祉センター　TEL 096‒235‒8711

■
は
つ
ら
つ
リ
ハ
ビ
リ
教
室
を
開
催 

　
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、『
は
つ
ら
つ
リ
ハ
ビ
リ
教

室
』（
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｃ
事
業
）
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
は
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き
と
自
分
ら

し
い
暮
ら
し
を
続
け
、
要
介
護
状
態
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
自
身
の
体
の
状
態

を
改
善
す
る
た
め
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

最
近
、
足
腰
が
弱
く
な
っ
て
き
た
と
い

う
方
な
ど
に
お
す
す
め
の
教
室
で
す
。

▼
開
催
日
時

　

毎
週
水
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

▼
会
場
・
場
所

　

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
鮎
緑
」

　

内
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
対
象
者

　

65
歳
以
上
の
方
で
、

・
要
支
援
１
・
２
の
介
護
認
定
を
受
け

　

て
い
る
方

・
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
該
当
者

※
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
は
、
介
護

　

予
防
の
支
援
が
必
要
か
ど
う
か
を
調

　

べ
る
た
め
の
質
問
票
（
全
国
統
一
様

　

式
）
の
こ
と
で
す
。

▼
定
員

　

定
員
30
名

▼
申
し
込
み
期
間
ま
た
は
期
限

　

随
時
受
付
中

▼
費
用

　

１
回
３
０
０
円

▼
内
容

・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
が
、

　

自
宅
で
で
き
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

や
体
操
な
ど
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

・
口
腔
に
関
す
る
こ
と
や
栄
養
に
関
す

　

る
こ
と
の
講
義
、
指
導
も
月
に
１
回

　

行
い
ま
す
。

・
教
室
へ
は
16
回
参
加
し
て
い
た
だ

　

き
、
教
室
卒
業
と
な
り
ま
す
が
、
自

　

宅
で
で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を

　

学
べ
る
た
め
、
参
加
者
に
好
評
で
す
。

▼
特
記
事
項

　

交
通
手
段
が
な
い
方
ま
た
は
来
所
困

難
な
方
は
、
送
迎
も
あ
り
ま
す
。

▼
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
室
へ
の
参
加
申
込
み
や
詳
し
い
内
容

な
ど
に
つ
い
て
は
、
町
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 106)   町総合保健福祉センター　TEL 096‒235‒8711 

■ 

町
の
健
診
で
自
分
の
身
体
の
状
態

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

健
診
は
、
自
分
で
は
気
付
く
こ
と
の

で
き
な
い
身
体
の
状
態
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
大
切
な
機
会
で
す
。
毎
年

受
診
す
る
こ
と
で
自
分
の
健
康
状
態
の

変
化
を
確
認
で
き
る
な
ど
、
健
診
に
は

た
く
さ
ん
の
「
メ
リ
ッ
ト
」
が
あ
り
ま

す
。

　

町
で
は
、
7
月
か
ら
町
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
、
特
定
健
診
、
若
者
健

診
、
後
期
高
齢
者
健
診
な
ど
の
各
種
健

診
を
実
施
し
ま
す
。

　

町
の
健
診
で
は
、
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被
保

険
者
の
受
診
費
用
を
町
が
一
部
負
担
し

ま
す
。

　

個
人
負
担
も
少
な
く
て
済
む
町
の
健

診
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

■
町
が
実
施
す
る
健
診
に
つ
い
て

●
特
定
健
診
・
若
者
健
診

▼
実
施
期
間

　

7
月
6
日
（
土
）
〜
7
月
12
日
（
金
）

 

▼
対
象
者

　

本
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

　

い
る
20
〜
74
歳
ま
で
の
人 

▼
個
人
負
担
金

　

１
，
０
０
０
円

▼
健
診
内
容

　

体
格
検
査
、
血
液
検
査
、
尿
検
査
、

　

血
圧
測
定
、
心
電
図
検
査
、
医
師
の

　

診
察
な
ど 

●
後
期
高
齢
者
健
診 

▼
実
施
期
間

　

8
月
16
日
（
金
）
〜
8
月
18
日
（
日
）

 

▼
対
象
者

　

75
歳
以
上
の
人
お
よ
び
一
定
の
障
害

　

が
あ
る
65
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医

　

療
被
保
険
者

▼
個
人
負
担
金

　

８
０
０
円

▼
健
診
内
容

　

体
格
検
査
、
血
液
検
査
、
尿
検
査
、

　

血
圧
測
定
、
心
電
図
検
査
、
医
師
の

　

診
察
な
ど

※
各
種
健
診
と
併
せ
て
「
が
ん
検
診
」

　

も
実
施
し
ま
す
が
、
検
査
の
種
類
に

　

よ
り
対
象
年
齢
と
個
人
負
担
金
が
異

　

な
り
ま
す
。

７月から町の各種
健診を実施します

健 診 は 健 康 づ く り の 第 一 歩 で す

はつらつリハビリ教室
に参加しませんか

教室に参加して自身の体を改善しましょう



町からのお知らせ　【６月】
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災
害
義
援
金

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 105)

資
源
ご
み

町環境衛生課　TEL 096‒234‒1169

■ 

平
成
30
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ

新
た
に
義
援
金
を
配
分

　

県
義
援
金
配
分
委
員
会
で
は
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
を
対
象
に
、
新
た
な
義

援
金
の
配
分
を
決
定
し
ま
し
た
。

新
た
な
配
分
の
対
象

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
住
家
が
「
全
壊
」「
大
規
模
半

壊
」「
半
壊
」
の
判
定
を
受
け
て
い
る

世
帯
ま
た
は
解
体
世
帯
と
し
て
被
災
者

生
活
再
建
支
援
金
の
支
給
を
受
け
ら
れ

た
世
帯
の
う
ち
、
平
成
30
年
度
住
民
税

が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
が
新
た
な
義
援

金
の
配
分
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
住
民
税
課
税
世
帯
の
扶
養

親
族
等
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
（
高

齢
者
ま
た
は
障
が
い
者
が
含
ま
れ
る
世

帯
は
除
く
）
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
配
分
の
対
象
と
な
る
世
帯
は
、
り
災

　

証
明
書
上
で
の
世
帯
を
い
い
ま
す
。

※
扶
養
親
族
等
と
は
、
地
方
税
法
の
規

　

定
に
よ
る
控
除
対
象
配
偶
者
、
配
偶

　

者
特
別
控
除
に
お
け
る
配
偶
者
、
扶

　

養
親
族
、
青
色
事
業
専
従
者
お
よ
び

　

白
色
事
業
専
従
者
を
い
い
ま
す
。

●
新
た
な
配
分
基
準
額

・
被
害
を
受
け
た
住
家
が
「
全
壊
」
判

　
定
を
受
け
た
世
帯
ま
た
は
解
体
世
帯

　

20
万
円

・
被
害
を
受
け
た
住
家
が
「
大
規
模
半

　
壊
」「
半
壊
」
判
定
を
受
け
た
世
帯

　

10
万
円

申
請
受
付
に
つ
い
て

　

対
象
世
帯
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
義
援
金
配
分
の
申
請
が
済
ん
で

い
る
場
合
で
も
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
申
請
期
限

　

令
和
2
年
3
月
31
日
（
火
）（
土
・

　

日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）

▼
受
付
場
所

　

町
住
民
生
活
課
窓
口

※
申
請
に
必
要
な
も
の
な
ど
の
詳
細
は
、

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
（
内
線
１
０
５
）

非課税世帯へ新たに
義援金を配分します

詳 し く は 住 民 生 活 課 へ お 尋 ね く だ さ い

■ 

資
源
ご
み
の
回
収
品
目
が
一
部
変
更

に
な
り
ま
し
た

　

町
で
は
、
一
般
家
庭
か
ら
出
る
ご
み

を
細
分
類
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み

減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
一
部
の
回
収
品

目
に
お
い
て
次
の
通
り
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

●
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
帳

　

４
月
よ
り
「
本
・
雑
誌
」
と
し
て
回

収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
で
電
話
帳
が
包
装

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
袋
か
ら
出
し
て

他
の
本
や
雑
誌
な
ど
と
一
緒
に
ひ
も
で

結
束
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
紙
パ
ッ
ク

　

こ
れ
ま
で
は
５
０
０
㍉
㍑
以
上
の
牛

乳
パ
ッ
ク
に
限
っ
て
回
収
し
て
い
ま
し

た
が
、
4
月
よ
り
２
０
０
㍉
㍑
以
上
の

紙
パ
ッ
ク
（
牛
乳
・
ジ
ュ
ー
ス
・
清
涼

飲
料
水
・
酒
類
）
で
あ
れ
ば
「
紙
パ
ッ

ク
類
」
と
し
て
回
収
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
通
り
、
洗
浄
し
た
も
の
を

開
き
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
注
ぎ
口
は

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。
内
側
が
ア
ル

ミ
加
工
さ
れ
た
紙
パ
ッ
ク
も
回
収
し
ま

す
。

●
紙
製
品

　

紙
袋
に
ま
と
め
て
入
れ
て
あ
る
も
の
も

4
月
よ
り
回
収
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
菓
子
な
ど
の
空
箱
は
開
い

て
紐
で
縛
る
か
、
紙
袋
に
ま
と
め
て
「
紙

製
品
」
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
ダ
ン
ボ
ー
ル
」
と
は
分
別
が
必
要

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
ご
み
出
し
時
の
注
意
点

　

雨
天
時
に
は
「
本
・
雑
誌
」「
紙

パ
ッ
ク
類
」「
紙
製
品
」「
食
品
ト
レ

イ
」「
新
聞
・
チ
ラ
シ
」「
ダ
ン
ボ
ー

ル
」「
古
着
」
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
町
環
境
衛
生
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
環
境
衛
生
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

資 源 ご み の 回 収
品 目 が 一 部 変 更

詳 し く は 環 境 衛 生 課 へ お 尋 ね く だ さ い

NTT
西日本



Library
町生涯学習センター図書室からの６月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

バブルに浮かれる昭和の日本。

一見どこにでもある平凡な家庭

に、ある日、大きな疑念をもた

らす家族の過去…。2050年、

１人の手紙配達人を巻き込んだ

世界平和の危機とは…。時代の

違う２編からなる物語ですが、

共通の人物によって繋がりがあ

り、スピード感のあるストー

リー展開に引き込まれてしまう

１冊です。

中央公論社

小説

時代をまたいで疾走するエンターテインメント小説

伊坂 幸太郎著 /『シーソーモンスター』

川を舞台に、水の循環・命のつながりを考える絵本

真珠 まりこ作・絵 /『もったいないばあさんかわをゆく』

ささっと作れて、気の利いた、おいしい123品

真藤 舞衣子著 /『箸休め』

食事の途中で「ちょっと違った

味を楽しみたい」そんなときに

いただく「箸休め」。小さなお

かずやおつまみ、漬け物など、

簡単に作れて気の利いた、おい

しい123品。和風、洋風、中華

風、エスニック風に分けて、そ

れぞれのレシピを紹介していま

す。いつものメニューにささっ

と１皿足せる、とても役立つお

すすめの１冊です。

学研プラス

教養娯楽

日本を鉄鎖から遂に解き放ち、

新しい御代はあなたと生きる。

民間の専門家から突如、国会議

員となった著者が、国会の内部

で見た日本の実態とは。苦闘千

里が深まる道程をリアルタイム

でつづる。わたしたち日本人は、

いま、どう生きるべきなのか。

わが国を覆う「不安」を「解

体」し、未来に希望を与える話

題の１冊です。

飛鳥新社

一般書

わたしたち日本人は、いま、どう生きるべきなのか

青山 繁晴著 /『不安ノ解体』

川へゴミをぽいっとしようとす

る男の子。そこへもったいない

ばあさんが「もったいない」と

あらわれました。どうして川へ

のポイ捨てがもったいないのか、

川の上流へ見に行きます。上流

で出会った川のあかちゃんと

いっしょに下流へと旅をしてい

くと、見えてきたのは…。川を

舞台に、水の循環・命のつなが

りを考える絵本です

講談社

児童書

わ ～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
『ルルとララのミルキープリン』（あんびるやすこ作）

岸元 七海さん
〔下横田区〕

今月の案内人

ママねこから、むすめのスノーウィに
お菓子を作ってほしいと頼まれたルル
とララが、「まっ白」だけどすてきな
ケーキをつくろうとチャレンジします。

Library Information

図書室からのお知らせ

■寄贈図書のご紹介

　甲佐町出身で、元横浜

DeNAベイスターズ投手の

高崎健太郎さんより、ス

ポーツ関連の新刊図書27

冊をご寄贈いただきました。

野球・サッカー・バスケッ

トボールなどの競技に関す

るものや、ストレッチや体

作り、メンタル面のトレー

ニングに関するものなどで、

一般書と小中学生向けの児

童書がそろっています。

　ぜひ、ご利用ください。

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）
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■人権問題は、毎日の生活の中
　にあるものです

「人権」というと、つい難しいもの

だと思ってしまいませんか。次のよ

うな場面が、あなたのまわりで起

こっているかもしれません。

●バスの中でスマートフォンに夢中

だったせいで、妊婦さんが乗ってき

たのに全然気づかなかった。妊婦さ

んが立ったままで、どうして誰も気

づかないんだろうと思ったら、周り

の人もみんなスマートフォンを見て

いたり、本を読んだりしていた。

⇒ときどきは周りを見てみません

か ? 気づかなかったことに気づく

ことができるかもしれません。

●路上に停められた自転車が、点字

ブロックをふさいでいる。

⇒視覚障がい者の中には、白杖を

使って移動されている方も多くい

らっしゃいます。点字ブロックをた

どって移動されているところに自転

車が停められていると、視覚障がい

のある方が衝突する可能性があり、

本当に危険です。

●近所で空き巣事件があった。被害

に遭った人のうわさ話が、毎日聞こ

えてくる。

⇒犯罪の被害者やその家族は、直接

的な被害だけでなく、近隣住民等周

囲の人々の言動や報道機関による取

材・報道等で二次被害を受けること

もあります。

～熊本県人権情報誌

　「コッコロ通信　vol.36」より～

Public Hall
町公民館からのお知らせと話題

Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　

4
月
7
日
（
日
）
町
公
民
館

出
前
講
座
が
「
第
51
回
に
た
ご

橋
ま
つ
り
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

同
ま
つ
り
は
、
益
城
橋
上
流
右

岸
の
堤
防
で
開
催
さ
れ
、
地
域

住
民
な
ど
１
２
０
人
が
参
加
。

　

同
講
座
と
し
て
参
加
し
た
フ

ラ
ダ
ン
ス
教
室
（
ポ
ハ
イ
ケ
ア

ロ
ハ
・
フ
ラ
ミ
ナ
ミ
Ａ
）
の
皆

さ
ん
は
、
き
ら
び
や
か
な
衣
装

を
身
に
ま
と
っ
て
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

ダ
ン
ス
の
後
に
は
来
場
者
か
ら

た
く
さ
ん
の
拍
手
と
歓
声
が
上

が
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
満
開
の
桜
の
花
び

ら
が
舞
う
中
、
和
や
か
に
お
弁

当
を
食
べ
た
り
カ
ラ
オ
ケ
大
会

で
自
慢
の
美
声
を
披
露
し
た
り

し
て
、
お
だ
や
か
な
春
の
1
日

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

４
月
20
日
（
土
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
公
民
館
自
主

講
座
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
モ
ー
ル
で
は
、

水
彩
画
、
書
道
、
水
墨
画
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
手
編
み
教
室
、

生
け
花
の
作
品
を
展
示
。
受
講

者
自
慢
の
作
品
が
並
び
ま
し
た
。

　

ま
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
大
正

琴
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
社
交
ダ
ン

ス
、
朗
読
教
室
、
ひ
ま
わ
り
ダ

ン
ス
、
３
Ｂ
体
操
、
オ
カ
リ
ナ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
、

相
撲
甚
句
、
町
民
コ
ー
ラ
ス
の

各
団
体
が
練
習
成
果
を
披
露
。

カ
ラ
フ
ル
な
衣
装
や
華
麗
な
ダ

ン
ス
、
美
し
い
音
色
に
会
場
は

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
町
民
コ
ー
ラ
ス
の
井

芹
ミ
ツ
エ
さ
ん
（
岩
下
二
区
）

の
指
揮
で
「
み
か
ん
の
花
咲
く

丘
」
と
「
四
季
の
抒
情
」
を
全

員
で
歌
い
ま
し
た
。

フ
ラ
ダ
ン
ス
を
披
露

町
公
民
館
出
前
講
座

自
主
講
座
発
表
会
を
開
催

町
公
民
館
自
主
講
座

▲ダンスを披露するフラダンス

教室の皆さん

▲オカリナの演奏を披露する自

主講座の受講者の皆さん

▲

町民大学開講のお知らせ

講演会を開催します

●開催日時

　６月30日（日）

　午前10時～正午

●会場

　町生涯学習センター・ホール

●演題

　皇国地誌（郡村誌）の紹介

　～明治の暮らしをふりかえる～

●講師

　元甲佐町史編集委員長

　佐藤 征子 さん（仁田子区）

※新甲佐町史歴史研修会も兼ねて

　開催します。多くの皆さんのご

　参加をお待ちしています。
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❖
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
は
な
ぜ
必
要
か

　

１
９
４
７
年
か
ら
１
９
４
９
年
の
第

１
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
に
生
ま
れ
た
団

塊
の
世
代
の
人
口
は
８
０
０
万
人
に
の

ぼ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
団
塊

の
世
代
の
皆
さ
ん
が
２
０
２
５
年
に
は

75
歳
に
到
達
さ
れ
、
日
本
人
の
４
人
に

１
人
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
見
込
み
で

す
。

　

高
齢
者
の
増
加
に
伴
っ
て
、
外
出
支

援
や
家
事
支
援
な
ど
の
生
活
支
援
や
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
が
高
ま
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
在
宅
生
活
を
地

域
で
支
え
る
仕
組
み
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
そ
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
の
が
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
（
地
域
支
え
合
い
推
進
員
）
で
す
。

具
体
的
に
は
、
生
活
支
援
・
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向
け
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
民
間
企
業
、

社
会
福
祉
法
人
な
ど
の
生
活
支
援
の
担

い
手
の
養
成
・
発
掘
等
の
地
域
資
源
の

開
発
や
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
を

通
し
て
生
活
支
援
の
体
制
整
備
を
目
指

し
ま
す
。

　

今
後
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
中
心
に
、
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
、
医
療
機
関
、
社
会
福
祉
法
人
、

地
域
住
民
な
ど
か
ら
な
る
協
議
体
（
地

域
支
え
合
い
会
議
）
を
つ
く
り
、
利
用

者
と
な
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
と
地
域
の

サ
ー
ビ
ス
資
源
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
情
報

集
約
を
行
い
ま
す
。
協
議
会
の
設
置
を

通
し
て
、
地
域
の
様
々
な
課
題
や
そ
の

地
域
な
ら
で
は
の
対
応
策
を
協
議
し
、

民
間
と
も
協
働
し
て
支
援
体
制
の
構
築

を
図
っ
て
い
ま
す
。

❖
本
町
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

　
ー
タ
ー
の
活
動

　

本
町
で
は
、
介
護
予
防
教
室
を
行
政

区
単
位
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
、
各
行
政
区
の
活
動
を
支
援
す
る
こ

と
で
介
護
予
防
活
動
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

・
介
護
予
防
教
室
の
運
営
・
立
ち
上
げ

　
を
支
援

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

介
護
予
防
教
室
を
実
施
さ
れ
て
い
る
行

政
区
の
運
営
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
規
で
介
護
予
防
教
室
を
立
ち

上
げ
よ
う
と
い
う
行
政
区
に
つ
い
て

は
、
地
域
住
民
へ
の
介
護
予
防
に
関
す

る
勉
強
会
や
活
動
内
容
の
指
導
な
ど
の

立
ち
上
げ
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
活
動
支
援
事
業
の
補
助
金

活
用
に
関
す
る
周
知
や
活
用
支
援
を
行

い
、
よ
り
多
く
の
高
齢
者
が
介
護
予
防

活
動
に
参
加
す
る
た
め
の
支
援
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

・
介
護
予
防
活
動
の
継
続
と
地
域
間
交

　
流
の
促
進
を
図
る

　

各
行
政
区
の
介
護
予
防
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
発
表
の
場
を
つ
く
り
、
行
政

区
同
士
で
の
意
見
交
換
や
交
流
の
機
会

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
地
域
間
の
交
流

を
通
し
て
、
介
護
予
防
活
動
の
持
続
的

な
運
営
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

❖
協
議
体
で
の
議
論
を
行
い
、
今

　
後
の
方
針
を
決
定

　

今
年
３
月
に
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
医
療
機
関
の
関
係
者
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
甲
佐
町
商
工
会
、
町
区

長
会
長
な
ど
が
参
加
し
、
協
議
体
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
参
加
者
が
各
自
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
、
立

場
を
越
え
て
情
報
を
共
有
。
今
後
、「
高

齢
者
が
活
力
に
あ
ふ
れ
、
地
域
の
支
え

合
い
で
安
心
・
安
全
・
健
康
に
暮
ら
せ

る
町
」
を
目
指
し
て
、
本
町
で
取
り
組

む
べ
き
優
先
課
題
と
し
て
次
の
３
つ
を

決
定
し
ま
し
た
。

①
交
流
の
場
の
継
続

②
食
生
活
の
維
持
・
改
善

③
短
距
離
の
交
通
手
段
の
検
討

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

つ
い
て
ご
存
知
で
す
か

Health
町総合保健福祉センターからのお知らせ

あ
ゆ
み
だ
よ
り

介護 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

今月の「あゆみだより」は

団塊の世代が後期高齢者となる

2025 年が迫る中、生活支援や介

護予防サービスの体制整備は急務

です。多くの課題解決のため、様々

な得意分野を持つ地域の皆さん同

士のマッチングを図るのが生活支

援コーディネーターの役割です。

福田 久美子 保健師
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Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care
６月の子育て支援カレンダー

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

６・７月の保健活動

　　６月20日（木）　午前９時

　　７月25日（木）　午前９時

　　６月20日（木）　午前10時

　　７月25日（木）　午前10時

　　６月７日（金）　午前９時30分

　　７月２日（火）　午後１時

　　６月21日（金）　午前９時20分

　　７月２日（火）　午後１時20分

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

３日（月） 牛乳パックで製作

５日（水） お絵かき

７日（金） 小麦粉粘土遊び

10日（月）
おやつ作り（カップケー

キ）

12日（水） 園児と交流

14日（金） 父の日のプレゼント作り

17日（月） 風船遊び

19日（水） ままごと遊び

21日（金） お誕生会（要予約）

24日（月） お人形遊び

26日（水） 七夕の飾りを作ろう

28日（金） ブロック遊び

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

甲佐保育園 TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園 TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園 TEL096-234-0519

21日（金） お誕生会

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所 TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

　

橋本 心
ここ な

奈 ちゃん（１歳）
 父・俊宏 さん　母・風花 さん

　（浅井区）

　これからも楽しい毎日を

　　　　　　　一緒に過ごそうね。

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711
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　甲佐町フィットネスセンターには、

年２回しか設置されない体組成測定

機器が６月に設置予定です。

　健康志向が高まる中、皆さんはご

自身の体の状態をどれほどご存知で

しょうか。「普段気になっているけ

ど、よく分

からない」

という方に

是非測定し

ていただき

た い の が

「 イ ン ボ

ディ」です。

　 イ ン ボ

ディで測定するメリットは、①基礎

代謝量・筋肉量・体脂肪量・身体年

齢が分かること、②短時間（約30

秒）で測定ができること、そして③

測定結果をもとに同センターの専門

スタッフから運動プログラムなどの

個別アドバイスがもらえることです。

　同センターには、ウォーキングマ

シン４台、エアロバイク５台、上半

身・下半身（腹筋・太もも等）を鍛

えられるマシンが４台あり、ダンベ

ルやバランスボールも自由にご利用

いただけます。

　また、エアロビクスやサーキット

トレーニング、ストレッチなどの集

団プログラムもあり、初心者の方で

も安心して楽しく体を動かすことが

できます。

　インボディでの測定をきっかけに、

健康づくりを始めてみませんか。

Enterprise
甲佐町進出企業協議会だより

池田 隆太郎さん
〔健康運動実践指導者〕

今月の講師

Fitness Center
甲佐町フィットネスセンター

体 の 状 態 を 知 り、 健 康 づ く り を
効 果 的 に 行 い ま し ょ う

▲インボディでの測定で、簡単に自身の

体の状態が分かります。

インボディ

甲佐町進出企業協議会事務局

　（町地域振興課内）

TEL096-234-1154（内線232）

本町への進出企業のご紹介

■
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活

　
環
境
を
守
る
確
か
な
技
術

　

西
邦
電
気
工
事
㈱
甲
佐
営
業

所
は
、
平
成
７
年
11
月
に
御
船

営
業
所
か
ら
本
町
に
新
築
移
転

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
県
内
に
３
つ
あ
る

九
州
電
力
㈱
の
配
電
線
工
事
委

託
会
社
の
１
つ
と
し
て
、
主
に

配
電
線
路
や
電
力
量
計
器
の
設

置
・
取
替
工
事
と
い
っ
た
事
業

を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

生
活
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
を

信
念
と
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で

あ
る
電
力
の
安
定
供
給
や
災
害

な
ど
に
よ
る
停
電
時
の
早
期
復

旧
に
も
、
安
全
を
優
先
し
な
が

ら
高
度
な
技
術
で
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
路
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
定
期
的
に

行
う
な
ど
、
地
域
の
安
全
に
も

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

井芹 明
所長

社会に明かりを灯し続け、生活環境を守る

委託業務担当

青波 大志さん

社員同士の距離が近
く家庭的な職場です

電気関係の資格を活かせると

考え入社しました。九州電力

㈱からの委託業務が設計書ど

おりに施工できているか確認

し、工事費を精算する仕事を

しています。活気ある職場で、

楽しく働けています。数多く

のことを学び、成長につなげ

ていきたいです。

昭和58年に入社し、
平成28年、甲佐営
業所長に就任。常
に安全と健康を最
優先し、災害のな
い明るい職場づく
りを目指します。

事業所概要
■所在地　甲佐町大字糸田1971-1
■従業員　32人
■電話番号　096-234-1651
■ＵＲＬ　http://www.seiho-denki.com

西邦電気工事株式会社  甲佐営業所
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　５月18日（土）・19日（日）仁田

子の旧西村民俗資料館で、古民家改

修ワークショップ（第１回）が昨年

度に引き続き、開催されました。

　第１日は、外壁の板壁づくりと竹

木舞用竹割を実施。町内外から17

人が参加しました。参加者は、板壁

づくりと竹木舞用竹割作業の２班に

分かれて作業開始。竹割作業は専用

の竹割器を使いながら、参加者同士

が協力しながら作業を行いました。

板壁づくりは大工さんから鉋などの

使い方を学びながら作成しました。

　第２日は、11人の参加者と土壁

用の土づくりとわら切り作業、竹木

舞掻きを実施しました。土壁用の土

づくりのため前回のワークショップ

時につくった土を再度踏み混ぜ、発

酵を促しました。午後は、前日に

作った竹木舞用の細竹を編んで土壁

の下地を作成。参加者は作業を通し

た交流を行いました。

　次回は、断熱材を入れて床張りを

行う予定です。皆様の参加をお待ち

しています。

Town Development
甲佐町まちづくり協議会

 Traditional House Renovation
古民家再生

　町地域振興課

　TEL096-234-1154（内線233）

●

　URL https://magazine-bo.com/

■
や
な
場
の
魅
力
を
再
発
信

　

５
月
25
日
（
土
）
甲
佐
町
や

な
場
で
、「
や
な
遊
び
２
０
１

９
夏
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

甲
佐
の
や
な
場
は
、
肥
後
藩

主
の
細
川
忠
利
侯
の
命
に
よ
り

造
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
後
、

代
々
の
藩
主
が
鮎
を
楽
し
み
に

訪
れ
る
場
所
と
し
て
広
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
６
月
〜
11
月
の
期
間

鮎
料
理
を
提
供
し
て
い
る
や
な

場
で
す
が
、
営
業
期
間
外
の
楽

し
み
の
１
つ
と
し
て
、
昨
年
に

引
き
続
き
甲
佐
町
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

（
一
社
）
パ
レ
ッ
ト
が
企
画
。

　

普
段
は
鮎
料
理
が
楽
し
め
る

会
場
で
は
、
ヨ
ガ
な
ど
の
体
験

教
室
や
地
元
農
家
が
採
れ
た
て

の
野
菜
を
販
売
。
コ
ー
ヒ
ー
や

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
、
カ
レ
ー
な
ど

の
飲
食
物
の
ほ
か
、
カ
ッ
プ
や

小
皿
な
ど
の
雑
貨
の
販
売
も
行

わ
れ
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
来

場
者
は
、
流
れ
落
ち
る
水
音
と

茅
葺
屋
根
の
あ
ず
ま
屋
が
醸
し

出
す
非
日
常
を
楽

し
み
ま
し
た
。

■
地
域
の
資
源

　
を
活
か
し
た

　
ま
ち
づ
く
り

　
（
一
社
）パ
レ
ッ

ト
で
は
、
今
回
の

や
な
遊
び
の
よ
う

な
地
域
資
源
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
目
的
に
活
動

し
て
お
り
、
本
年

度
も
緑
川
を
使
っ

た
体
験
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
開
発
な
ど

を
計
画
し
て
い
ま

す
。

▲普段とは異なるやな場でのひと時を過ごす町内外からの来場者

　町地域振興課

　TEL096-234-1154（内線233）

本年度最初の古民家改修
ワークショップを開催

や

な

場

で

味

わ

う

非

日

常

地
域
の
歴
史
的
資
源
を
活
か
す
取
り
組
み

今回で２回目となるやな遊
びですが、５月とは思えな
いような暑さの中、多くの
方に足を運んでいただき、
ありがとうございました。
まちづくりの一環として、

甲佐町の代表的な観光資源
であるやな場で、非日常を
体験できるようなイベント
を今後も開催できればと考
えていますので、ご期待く
ださい。

本町の魅力を活かすまちづくり

まちづくり協議会

米原 雄二さん

第２回古民家改修ワークショップ
【開催日】６月15日（土）・16日（日）
【内容】床張りを予定しています
※事前申し込みが必要です。詳しくは、
　お尋ねください

▲道具の使い方を学ぶ参加者
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）
●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）
●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）
●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

町からのお知らせについ

ては、詳しくは町公式サ

イトをご覧ください。

URL https://www.town.kosa.

　　kumamoto.jp/

　

熊
本
日
日
新
聞
社
主
催
で
例
年

執
り
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
、
金
婚

夫
婦
表
彰
に
該
当
さ
れ
る
ご
夫
婦

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

各
行
政
区
の
嘱
託
員
（
区
長
）

に
回
覧
で
の
調
査
と
取
り
ま
と
め

を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
ご
夫
婦
は
、
次
の
要

領
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
該
当
す
る
ご
夫
婦

　

昭
和
44
年
1
月
1
日
か
ら
同
年

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
結
婚
さ
れ
、

本
年
で
満
50
年
を
迎
え
ら
れ
る
ご

夫
婦

▼
受
付
期
間

　

7
月
10
日
（
水
）
ま
で

▼
連
絡
方
法

　

回
覧
用
の
調
査
用
紙
に
記
入
さ

れ
嘱
託
員
（
区
長
）
に
ご
提
出
い

た
だ
く
か
、
町
総
務
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
表
彰
式
典
な
ど
に
つ
い
て

　

8
月
下
旬
に
熊
本
日
日
新
聞
紙

上
に
ご
夫
婦
の
氏
名
が
掲
載
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
町
開
催
の
表
彰
式

を
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー

ル
に
て
、
9
月
4
日
（
水
）
に
行

う
予
定
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　
（
内
線
２
２
２
）

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
つ
い
て
は
、

介
護
保
険
施
設
（
介
護
老
人
福
祉

施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介

護
療
養
型
医
療
施
設
、
介
護
医
療

院
）
や
、
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
場
合
の
食
費
、
部
屋
代

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
「
介
護
保

険
負
担
限
度
額
認
定
証
」
を
申
請

に
基
づ
き
交
付
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
お
使
い
の
認
定
証
は
7
月

31
日
（
水
）
で
有
効
期
間
が
切
れ

ま
す
の
で
、
継
続
し
て
利
用
さ
れ

る
場
合
は
更
新
が
必
要
で
す
。

▼
交
付
要
件

①
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ

　

と
②
配
偶
者
に
住
民
税
が
課
税
さ
れ

　

て
い
な
い
こ
と
（
こ
の
場
合
の

　
「
配
偶
者
」
は
同
居
・
別
居
を

　

問
い
ま
せ
ん
）

③
預
貯
金
な
ど
の
額
が
次
の
基
準

　

額
を
超
え
な
い
こ
と

・
配
偶
者
が
い
る
人

　

本
人
と
配
偶
者
の
預
貯
金
の
合

　

計
が
2
千
万
円

・
配
偶
者
が
い
な
い
人

　

1
千
万
円

※
負
担
段
階
の
判
定
で
、
非
課
税

　

年
金
（
遺
族
年
金
や
障
害
年
金

　

な
ど
）
収
入
も
含
め
て
判
定

▼
申
し
込
み
期
間

　

6
月
3
日
（
月
）
か
ら

※
継
続
し
て
利
用
を
希
望
さ
れ
る

　

方
は
、
申
請
月
の
初
日
ま
で
し

　

か
適
用
が
さ
か
の
ぼ
り
ま
せ
ん

　

の
で
、
早
め
の
申
請
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

▼
更
新
に
必
要
な
も
の

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

・
印
か
ん

・
預
貯
金
額
が
分
か
る
通
帳
や
有

　

価
証
券
な
ど
お
持
ち
の
も
の
す

　

べ
て
（
配
偶
者
が
い
る
方
は
そ

　

の
方
の
分
も
必
要
と
な
り
ま
す

　

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
（
内
線
１
４
２
）

　

こ
れ
か
ら
働
こ
う
と
す
る
方
の
、

働
く
上
で
必
要
な
資
格
を
習
得
し

就
業
を
支
援
す
る
た
め
「
医
療
事

務
＆
調
剤
薬
局
事
務
資
格
講
座
」

の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
対
象
者
（
次
の
い
ず
れ
も

　
満
た
す
方
）

日 曜 当 番 医
doctor

町税などの滞納処分（４月分）
tax

ｉ
お
知
ら
せ

昭
和
44
年
ご
結
婚
の
ご
夫
婦
へ

金
婚
夫
婦
表
彰
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
負
担
限
度
額

認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
の

資
格
取
得
を
支
援
し
ま
す

ｒ
募
集
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Monthly Information

・
県
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母

　

さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
寡
婦
の
方

　
（
熊
本
市
在
住
の
方
を
除
き
ま

　

す
。）

・
希
望
す
る
講
習
会
の
全
日
程
に

　

出
席
可
能
で
、
技
能
・
資
格
取

　

得
に
意
欲
の
あ
る
方

▼ 

受
講
期
間

　

9
月
1
日
（
日
）
〜
12
月
15
日

　
（
日
）

　

毎
週
日
曜
日
（
計
16
回
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
1
時
（
昼
休

　

み
な
し
）

▼
受
講
場
所

　

松
橋
公
民
館

　
（
宇
城
市
松
橋
町
松
橋
５
６
４
）

▼
申
込
先

　

町
福
祉
課

▼
申
込
期
間

　

7
月
1
日
（
月
）
〜
8
月
16
日

　
（
金
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

　

立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
１
‐
６
７
３
６

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
指
導
者

お
よ
び
支
援
者
を
発
掘
し
、
育
成

を
す
る
た
め
に
「
甲
佐
町
生
涯
学

習
人
材
デ
ー
タ
バ
ン
ク
」
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

人
材
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は
、
指
導

者
お
よ
び
支
援
者
を
募
集
し
、
把

握
を
す
る
こ
と
で
、
指
導
者
の
資

質
向
上
の
た
め
の
研
修
会
を
紹
介

す
る
な
ど
の
育
成
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
団
体

へ
指
導
者
の
紹
介
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
専
門

的
指
導
が
で
き
な
く
て
も
支
援
者

と
し
て
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
放

課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
や

イ
ベ
ン
ト
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
で
紹
介
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。

　

本
町
で
は
、
小
学
校
の
社
会
体

育
移
行
に
伴
う
指
導
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
団
体
・
グ

ル
ー
プ
の
指
導
者
が
不
足
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
円
滑
に

実
施
す
る
た
め
に
は
、
指
導
者
お

よ
び
支
援
者
の
協
力
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　

登
録
に
つ
い
て
は
、
町
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
お
よ
び
町
教
育
委

員
会
に
登
録
申
請
書
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
記
入
の
上
、
社
会
教
育

課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７

　
（
内
線
３
２
５
）

事件・ 事 故 件 数

４月30日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

５月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

宮内地区には古くから「鉾（ほ

こ）まつり」というお祭りが伝わり、

それは現在も続けられています。

今年も 7月 18日に広瀬と谷内

の両行政区で「鉾まつり」が行わ

れます。この祭りの発端 (ほった

ん )は諸説（しょせつ）あるそう

ですが、以前、悪さをする大ウナ

ギ（蛇）や亀に困っていた村人た

ちを哀（あわ）れに思った福城寺

（ふくじょうじ）（美里町）の観音

（かんのん）様が退治してくださっ

た、ということに由来（ゆらい）し、

感謝を込めて祭りが始まったとい

います。

まず、福城寺の住職（じゅうしょ

く）により、7月14日にくじ引き

が行われ、朝の座（迎え）と夕の

座（送り）を決めます。その際の

役割として、男性は露（つゆ）払

い（迎え）、女性はその時に住職

に出す食事（お接待（せったい））

の準備をするのが習（なら）わし

と聞きました。そして、7月18日

に住職が広瀬区と谷内区を訪れ、

お経をあげるそうです。

少子高齢化が言われて久しいで

すが、「この先いつまで続けられ

るか不安だ」という心配の声も聞

きました。これまでも「鉾まつり」

を続けてこられたのは、並大抵の

努力ではできなかったのではない

かと思います。

この祭りがこれからもずっと続

けられることを願います。

甲佐町の文化財探訪　～第６９回～

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「鉾まつり」 石坂 妙 町文化財保護委員（吉田区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（４月分）

※単位・㌔ 

人
材
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に

登
録
を
お
願
い
し
ま
す

▶
福
城
寺
の
住
職
が
お
経
を

　

あ
げ
る
様
子
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Monthly Information

　

県
御
船
保
健
所
管
内
に
お
い
て
、

昨
年
末
か
ら
百
日
咳
（
せ
き
）
発

生
届
出
数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

今
後
さ
ら
な
る
増
加
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

百
日
咳
と
は
、
咳
を
主
な
症
状

と
す
る
感
染
症
で
す
。
咳
や
く

し
ゃ
み
で
飛
ぶ
し
ぶ
き
に
菌
が
含

ま
れ
て
お
り
、
感
染
力
が
強
く
、

し
ば
し
ば
集
団
発
生
が
見
ら
れ
ま

す
。
予
防
接
種
の
効
果
は
4
〜
12

年
で
弱
く
な
っ
て
く
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
乳
幼
児
期
に
予

防
接
種
を
し
て
い
て
も
小
学
生
以

上
で
は
感
染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
治
療
に
は
抗
生
物
質
を
内
服

し
ま
す
。

　

1
歳
以
下
の
小
さ
な
お
子
さ
ん

に
感
染
す
る
と
、
重
症
化
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
小
さ
な
お
子
さ

ん
を
守
る
た
め
に
は
、
予
防
接
種

が
大
切
で
す
。
特
に
、
予
防
接
種

前
の
小
さ
な
お
子
さ
ん
へ
の
感
染

を
防
ぐ
た
め
に
、
小
学
生
以
上
の

お
子
さ
ん
や
大
人
の
方
も
、
1
〜

2
週
間
以
上
咳
症
状
が
続
く
と
き

は
、
受
診
し
て
治
療
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
マ
ス
ク
を
着
け
る

な
ど
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
保
健
所

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

　

野
良
猫
に
間
違
っ
た
世
話
を
し
て

し
ま
う
と
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
な
が
り
猫
に
と
っ
て
も
不
幸
な
結

果
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

　

猫
が
増
え
な
い
よ
う
避
妊
去
勢
を

徹
底
す
る
と
と
も
に
、
エ
サ
を
与
え

る
場
合
は
決
ま
っ
た
時
間
・
場
所
で

対
面
で
行
う
よ
う
に
し
、
置
き
エ
サ

は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
県
で
は
、
野
良
猫
の
避
妊

去
勢
手
術
費
用
の
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
保
健

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
保
健
所

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

　

熊
本
県
調
理
師
試
験
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

▼
試
験
期
日

　

8
月
28
日
（
水
）

▼
試
験
会
場

　

公
立
大
学
法
人
熊
本
県
立
大
学

▼
受
験
資
格

　

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
歴
を
持

ち
、
飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど
で

2
年
以
上
調
理
業
務
に
従
事
し
た

経
験
の
あ
る
方

▼
願
書
配
布

　

県
保
健
所
、
県
健
康
づ
く
り
推

進
課
な
ど
で
配
布

▼
願
書
受
付

　

6
月
10
日
（
月
）
〜
14
日
（
金
）

▼
提
出
先

　

県
保
健
所

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
５
２

　
「
食
」
は
、
私
た
ち
が
生
き
て

い
く
う
え
で
欠
か
せ
な
い
命
の
源

で
す
。
県
で
は
、「
第
3
次
熊
本

県
健
康
食
生
活
・
食
育
推
進
計
画

〜
く
ま
も
と
食
で
育
む
命
・
絆
・

夢
プ
ラ
ン
〜
」
に
基
づ
き
、
食
育

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
食
を
楽
し
む
こ

と
の
大
切
さ
や
食
の
持
つ
多
様
な

役
割
な
ど
、
家
族
や
身
近
な
人
と

大
事
な
「
食
」
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
５
２

百
日
咳
（
せ
き
）
に

ご

注

意

く

だ

さ

い

ｉ
お
知
ら
せ

第５回甲佐町冬季ビーチボールバレー大会結果
 Sports

●大会成績

・フリーの部 優勝　ダンデライオン

・50歳以上の部 優勝　スウィートフィッシュ

●主催

　甲佐町ビーチボールバレー協会（坂本敏博会長）

●開催日

　３月７日（木）・８日（金）

●会場

　甲佐小学校体育館

▶
優
勝
し
た
ダ
ン
デ
ラ
イ
オ

ン
（
左
）
と
ス
ウ
ィ
ー
ト

フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
皆
さ
ん

野
良
猫
へ
の
無
責
任
な

エ
サ
や
り
防
止
に
つ
い
て

熊
本
県
調
理
師
試
験

を

実

施

し

ま

す

６
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツ＆カルチャークラブ」

  ●スポンジテニス＆

　　　　　　　バドミントン

　　

●少年柔道

●卓球

●ノルディックウォーキング教室

  

●トランポリン教室

　

●サッカー教室

●女子サッカー教室

●ジュニアバスケット教室

■お問い合わせ先

TEL
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Monthly Information

　

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
若
者
や
ご
家

族
な
ど
か
ら
様
々
な
悩
み
（
ニ
ー

ト
、
ひ
き
こ
も
り
、
不
登
校
、
就

労
、
人
間
関
係
な
ど
）
を
受
け
、

そ
の
方
に
合
っ
た
支
援
機
関
を
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

無
料
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
時

　

6
月
13
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

午
後
4
時
（
午
後
3
時
30
分
ま
で

に
ご
来
場
く
だ
さ
い
）

▼
会
場

　

御
船
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　

研
修
室

▼
対
象

　

主
に
15
歳
〜
40
歳
未
満
の
方
と

　

そ
の
ご
家
族
、
ご
友
人
な
ど

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相

　

談
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
３
８
７
‐
７
０
０
０

　

県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
保

育
士
資
格
を
お
持
ち
の
人
は
も
ち

ろ
ん
、
子
育
て
支
援
員
や
栄
養
士
、

調
理
師
な
ど
と
し
て
保
育
園
な
ど

で
働
き
た
い
人
を
対
象
に
、
就
職

に
向
け
た
面
談
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。参
加
費
は
無
料
で
す
。

　

県
内
各
地
の
約
40
か
所
の
保
育

所
や
認
定
こ
ど
も
園
が
集
ま
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
時

　

6
月
23
日
（
日
）
午
後
1
時
30

　

分
〜
午
後
3
時
30
分

▼
会
場

　

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
熊
本

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
社
会
福
祉
協
議
会

　

TEL
０
９
６
‐
３
２
２
‐
８
０
７
７

　

県
で
は
、
失
語
症
者
が
地
域
の
一

員
と
し
て
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
失
語
症
の
症
状
を
理

解
し
、
日
常
生
活
上
の
意
思
疎
通
支

援
を
行
え
る
支
援
者
を
養
成
す
る
こ

と
を
目
的
に
講
習
会
を
7
月
下
旬
よ

り
行
い
ま
す
。
現
在
、
受
講
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
社
会
福
祉
協
議
会

　

TEL
０
９
６
‐
３
２
２
‐
８
０
７
７

　

県
内
の
高
齢
者
宅
に
、
息
子
の
名

前
を
名
乗
っ
て
お
金
を
要
求
す
る
オ

レ
オ
レ
詐
欺
の
電
話
や
、
警
察
官
を

名
乗
っ
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
枚

数
や
貯
金
残
高
な
ど
を
聞
き
出
す
不

審
電
話
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

▼
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
ア
ド

　
バ
イ
ス

・
一
旦
電
話
を
切
っ
て
、
息
子
な

　

ど
の
元
々
の
携
帯
電
話
や
自
宅

　

の
電
話
に
か
け
直
し
確
認
す
る

・
現
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

　

第
三
者
に
渡
さ
な
い

・
他
人
に
暗
証
番
号
な
ど
の
個
人

　

情
報
を
教
え
な
い

・
一
人
で
判
断
せ
ず
に
、
家
族
や

　

警
察
な
ど
に
相
談
す
る

●
振
り
込
め
詐
欺
相
談
ホ
ッ
ト
ラ

　
イ
ン

TEL
０
９
６
‐
３
８
１
‐
２
５
６
７

●
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

TEL
１
８
８

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

ご支援ありがとうございました

ふるさと甲佐
応援寄附金

　■お問い合わせ先

TEL

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～６月～
 Event

ｃ
く
ら
し
安
全

オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
要
注
意

▶

・島津　晙　様　北海道

　　　　　　　　　　　ほか

▶
円

　　　　　　（4月30日現在）

　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447

▼

５
月
の
「
布
の
絵
本 

作
品
展
」

　

の
様
子

「 」こうさんもん No.3

　▶
TEL

▶

「ボシドラ焼き」こうさんもん No.4

　▶
TEL

失
語
症
者
向
け
意
思
疎
通
支
援
者

養
成
講
習
会
受
講
者
を
募
集

ｒ
募
集

▶期　　間　６月 12日（水）～ 30日（日）

▶展示作品　ギリシアサントリニー島への旅を紹介

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
出
張
相
談
会

e
開
催

保
育
士
就
職
面
談
会

が

開

催

さ

れ

ま

す
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やな場（上豊内)

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

　

﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

幕
開
け
る

和
の
時
代
末
長
く
平
和
で
あ
れ
と
皆

が
願
え
り 

緒
方
　
明
美

耕
運
機
使
え
ぬ
吾
の
畑
仕
事
亡つ

ま夫
思
い
つ
つ
鍬
振

り
上
ぐ
る 

塚
原
　
暁
益

離
れ
住
む
ま
だ
見
ぬ
曾
孫
の
写
メ
ー
ル
に

「

和
」
の
御
代
の
平
和
を
願
う 

池
田
キ
ヨ
子

愛
犬
の
チ
ヤ
チ
ヤ
が
逝
き
後
の
い
ま
感
謝
の
念
の

蘇
り
来
る 

赤
星

　
文
子

き
ら
き
ら
と
黄
金
の
麦
穂
風
に
揺
れ
五
月
の
空
に

雲
の
流
る
る 

白
梅
　
武
人

競
う
ご
と
新
緑
芽
吹
く
里
山
は
雄
々
し
く
あ
り
て

春
と
な
り
た
り 

吉
永
由
紀
子

朝
々
の
散
歩
見
か
け
る
老
婦
人
い
つ
し
か
姿
見
せ

な
く
な
り
ぬ 

内
田
乃
武
子

春
が
来
て
庭
に
茂
り
し
雑
草
に
目
先
行
か
ず
に
花

に
手
を
や
る 

上
村
や
す
美

戦
争
も
災
害
も
無
き
世
で
あ
れ
と

和
の
夜
明
け

仰
ぎ
て
祈
る 

渡
辺
　
幸
士

　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　
「
温
泉
」

露
天
風
呂
隣
の
声
が
気
に
掛
か
る 

林
　
　
雅
之

温
泉
に
寝
そ
べ
っ
て
見
る
月
の
影 

日
隈
　
俊
郎

　
「
ち
ら
っ
と
」

野
良
猫
が
ち
ら
っ
と
姿
見
せ
て
消
え 

清
川
み
ど
り

流
し
目
に
誘
い
ち
ら
っ
と
見
せ
て
い
る 

川
村

　
文
子

札
束
の
前
で
本
音
は
ち
ら
つ
け
ぬ 

渡
辺

　
幸
士

　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

よ
っ
ぽ
ど
　
待
ち
長な

ん
か
っ
た
マ
マ
の
声 

広
田
み
ど
り

よ
っ
ぽ
ど

　
人
望
な
し
で
出
馬
な
し 

下
山
　
千
恵

よ
っ
ぽ
ど

　
顔
に
自
信
の
あ
る
と
ね
ぇ 

志
垣
　
　
光

よ
っ
ぽ
ど

　
良
か
所
だ
ろ
皆
行
か
す 

佐
藤
　
　
葵

よ
っ
ぽ
ど

　
此
処
が
良
か
け
ん
来
る
と
だ
ろ 

平
井
や
よ
い

よ
っ
ぽ
ど

　
親
が
見
込
う
だ
嫁
だ
け
ん 

長
原
　
産
賀

よ
っ
ぽ
ど

　
美
味
か
つ
だ
ろ
う
並
ろ
ど
ら
す 

佐
野
　
　
京

よ
っ
ぽ
ど

　
辞
表
だ
す
ほ
ど
セ
ク
ハ
ラ
か 

光
永
　
　
六

よ
っ
ぽ
ど

　
辛
い
み
た
い
ね
休
肝
日 

井
元
あ
ざ
み

よ
っ
ぽ
ど

　
寝
た
振
り
し
ょ
う
と
思
う
た
が 

日
高
　
美
里

よ
っ
ぽ
ど

　
眠
か
つ
だ
ろ
か
大
あ
く
び 

上
田

　
梅
清

よ
っ
ぽ
ど

　
持
っ
て
来
た
だ
ろ
持
参
金 

日
隈

　
元
良

よ
っ
ぽ
ど
　
借
り
に
来
ら
し
た
米
二
合 

北
川

　
直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

水
無
月 

〜
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ひとの動き（敬称略）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！
 住　所 氏　名       性別    保護者

下横田　村田　成
な り と

音　男　早　聡

豊　内　松岡　稀
ま お

央　男　　陸

芝　原　津田　莉
り お

桜　女　和　哉

早　川　山下　陽
はる

　　男　信　介

大　町　志垣　斗
と う ま

真　男　健太郎

上早川　荒田　陽
は る と

翔　男　尚　輝

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,037 12

女 5,583 １

計 10,620 13

世帯数 4,283 14

平成31年４月30日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所 氏　名   年齢  世帯主

船　津　松本　 子　93　 　子

西　原　鍬田トミヱ　88　桂一郎

西寒野　中島　玲子　87　𥙿　之
麻生原　久米　壯亞　86　成　子

緑　町　三浦　康夫　97　博　

白　旗　沖﨑　幸夫　68　一　美

吉　田　吉永　鐡雄　86　由紀子

糸　田　緒方　孝英　59　純　子

西寒野　米村　繁子　94　繁　子

緑　町　大隈　康正　74　弘　二

４月11日（木）～５月10日（金）

ご結婚おめでとう
marriage

［

［

［ 作り方

①キュウリを洗ったら、太めの

千切りにします。

②青ジソは１枚づつバラけさせ

て洗い、ザルにとってしっか

り水切りをします。

③ ②のシソを千切りにします。

④ボウルに①と③を入れ、箸で

シソとキュウリが均一になる

ように混ぜ合わせます。

⑤ ④に調味料を加え、好みで

ラー油を足してください。こ

れを密閉容器に移して冷蔵庫

で30分程休ませます。

⑥食べる直前に豆腐を切り分け、

出来るだけ水を切ってから器

に盛り付けます。豆腐の上に

冷えた⑤を盛り付けて、最後

にゴマをパラパラと振ったら

出来上がりです。

※お好みでそうめんや冷やしう

どんにもどうぞ。

優れもの！ シソの薬味

ご存知ですか？

　　そうめんや豆腐の薬味とし

てだけでなく、お肉と一緒に巻

いて串焼きにしたりといろんな

食べ方が出来る便利な野菜「青

ジソ」ですが、実は栄養の宝庫

だったってご存じですか？

　青ジソには、ビタミン、ミネ

ラル、ポリフェノール、食物繊

維、ビタミンＡとして代謝され

るβカロテンなど多くの栄養素

が含まれています。

　特に食物繊維は腸の動きを活

発にしてくれます。消化器系の

ガンなどの病気の予防に効果が

あるのです。

　さあ！青ジソをサッと洗って

冷蔵庫にストックしておきま

しょう。

編

集

後

記

 住　所 氏　名 

　　夫　西寒野　岩井　光

　　妻　大分県　歳納　功菜

　　夫　豊　内　本田　倫宏

　　妻　宇城市　垂　愛由美

　　夫　大　町　松永　浩太

　　妻　早　川　宮本　佳奈

　　夫　船　津　井元　俊介

　　妻　船　津　岩木　衣菜

　　夫　佐賀県　南里　和哉

　　妻　芝　原　津田　ゆか

［

［

材　料（４人分）

キュウリ　………………２本
青ジソ　　………………20枚
豆腐　　　………………２丁
しょう油　…………大さじ2.5
赤酒　　　…………小さじ２
ゴマ油　　…………大さじ１
酢　　　　…………大さじ２
煎りゴマ　…………大さじ１
ラー油　　……お好みで適量

　

若
葉
が
萌
え
る
５
月
が
終
わ
り
、

雨
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
毎

年
の
よ
う
に
豪
雨
災
害
の
報
道
を
目

に
す
る
季
節
で
す
。
自
然
災
害
へ
の

備
え
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

本
町
が
経
験
し
た
３
年
前
の
記
録

的
短
時
間
豪
雨
は
、
町
内
各
地
に
多

く
の
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。
普
段
か

ら
防
災
へ
の
意
識
を
持
ち
、
い
ざ
と

い
う
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

話
は
変
わ
っ
て
、
6
月
1
日
か
ら

は
本
町
を
代
表
す
る
観
光
資
源
の
や

な
場
で
鮎
料
理
が
い
た
だ
け
ま
す
。

毎
年
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
人
を
集

め
る
こ
の
施
設
を
ま
ち
づ
く
り
に
活

用
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
営
業

開
始
を
前
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
や
な
遊
び
２
０
１
９
夏
」
と
銘

打
っ
て
開
催
さ
れ
た
催
し
は
、
町
内

外
か
ら
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
夏
本
番
を
感
じ
さ
せ
る
暑
さ
の

中
、
涼
や
か
な
川
音
を
聞
き
な
が
ら

や
な
場
の
風
情
を
味
わ
う
1
日
に
な

り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
と
）
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「
消
防
団
は
地
域
防
災
の
中
核

で
あ
り
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
で
す
。
非
常
時
以
外
で
も
、
1

人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
へ
の
声
掛

け
や
地
域
活
動
へ
の
参
加
な
ど
、

地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
」
と
話
す
の
は
町
消
防
団

長
の
池
田
実
さ
ん
（
上
豊
内
区
）。

　

入
団
し
て
26
年
。
こ
れ
ま
で
分

団
長
や
副
団
長
を
歴
任
し
、
今
年

４
月
か
ら
団
長
に
就
任
。
本
町
の

安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に
団
員

を
束
ね
、
地
域
の
防
災
力
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
消
防
団
活
動
を

通
し
て
、
日
常
生
活
で
は
接
点
の

な
い
地
区
の
団
員
と
の
つ
な
が
り

も
深
ま
り
ま
し
た
。
消
防
団
で
の

活
動
は
、
私
に
と
っ
て
生
活
の
一

部
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
池
田

さ
ん
。

　
「
5
年
前
に
は
５
０
０
人
を
超

え
て
い
た
団
員
数
も
年
々
減
少
し

て
い
ま
す
。
少
子
化
だ
け
で
な
く
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
化
に
よ
る

『
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
』
と
い
う
意
識
の
低
下
も

問
題
で
す
。
職
場
が
町
外
の
た
め

日
中
の
消
防
活
動
に
は
参
加
で
き

な
い
団
員
も
多
数
い
ま
す
。
今
後
、

い
ざ
と
い
う
時
の
人
員
不
足
に
備

え
て
、
非
常
時
に
も
柔
軟
に
対
応

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
消

防
団
の
現
状
を
話
す
。

　
「
現
在
、
町
と
協
力
し
な
が
ら

団
員
数
を
確
保
す
る
た
め
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。『
消
防

団
応
援
の
店
』
も
そ
の
1
つ
で

す
」
と
池
田
さ
ん
が
話
す
の
は
、

『
応
援
の
店
』
登
録
店
舗
な
ど
を

団
員
が
利
用
す
る
と
、
料
金
割
引

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

と
い
う
も
の
。
昼
夜
を
問
わ
ず
地

域
の
た
め
に
貢
献
し
て
い
る
消
防

団
を
、
地
域
が
応
援
し
よ
う
と
い

う
取
り
組
み
で
、
町
で
は
登
録
店

舗
を
募
集
し
て
い
る
。

　
「
店
舗
側
も
新
た
な
顧
客
獲
得

に
つ
な
が
る
た
め
、
双
方
に
利
点

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
取
り

組
み
が
、
地
域
を
守
る
団
員
確
保

に
つ
な
が
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
話
す
池
田
さ
ん
は
町
民
の

暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
団
員
と
共

に
非
常
時
に
備
え
、
消
防
団
の
課

題
に
向
き
合
い
続
け
る
。
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こうさ広 報

本
町
の
暮
ら
し
を
守
る
消
防
団

非
常
時
に
備
え
課
題
に
向
き
合
う

いけだ みのる / 町消防団長。

今年４月に団長に就任し、約

450人の団員の指揮を執る。

災害時でも実働できる体制づ

くりを目指して活動中。

池田 実さん
Ikeda Minoru

〔上豊内区〕

Kosa
Style
こうさ スタイル


